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横浜市の新型コロナウイルス新規感染者数は、10月下旬から、再び増加の傾向が見られ、今後、さ

らなる感染の拡大や、季節性インフルエンザとの同時流行が懸念されていることから、横浜市は対策

本部会議を開き、第 6波、第 7波の課題を整理し、第 8波への備えを検討しました。 

 横浜市もできる限りの対策を講じていますが、医療資源には限りがあり、発熱外来や救急体制のひ

っ迫を防ぎ、皆様の命をお守りするためには、市民の皆様のご協力をお願いしています。 

第 7波の課題 

第 8波に向けた対策のポイント 

 

○陽性高齢者ショートステイ事業   入院の必要はないが、介護等で自宅療養が困難な陽性高齢者を

高齢者施設で受け入れ、必要なケアを提供する 2施設(18人分) 

○退院支援ショートステイ       入院治療を終え、自宅での生活にスムーズに移行できないコロナ

治癒者を高齢者施設で受け入れる。 23施設・36ベッド 

○病床の拡充      第 7波 :42病院、888床→第 8波対策：50病院、1004床 
○救急隊の増隊    12月上旬  12隊の増強救急隊の編成 

               救急隊 84隊→最大 96隊に増強  
 

発熱外来で受診ができなか

った 市⺠が、やむなく救急

要請するなど、救急のひっ

迫にもつながる要因となっ

た。 

・第７波では、感染者数が⼤幅

に増加し、受診を希望する市⺠

により発熱外来がひっ迫した。 

発熱外来の受診を希望する市⺠ 

等からの問い合わせが急増し、 

応答率が⼤幅に低下した。電話が

つながらない市⺠が、 119番に

連絡する事態も⽣じた 

救急出場件数の増加により、 即

時対応できず、出場までに 時間

を要するケースが発⽣した。 

病床使⽤率が最⼤80％

を 超えたことや軽症者

の救急搬送が増えたこと

で、救急患者の受け⼊れ

に⽀障をきたした。 

入院加療後も ADLの低

下などにより退 院でき

ない⾼齢患者が発⽣し、

退院できない⾼齢患者

が発生し、新たな患者の

受け入れの支障になっ

た。 
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横浜市会議員          プロフィール 

（泉区） 

31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在４期目） 
 
【2021年度】 
常任委員会：こども青少年・教育委員会 委員長 
特別委員会：基地対策特別委員会 
会   派：副 団 長 
そ の 他：横浜市都市計画審議会委員  

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 

 

○コールセンター対策  140回線→180回線 

○18区の休日急患診療所の診療体制の強化 

○年末年始の発熱患者の診察を行う医療機関等の体制確保 

○抗原検査キットの常備・活用   医療機関・ハイリスク施設、こども関連施設等への支援 

 

 

＜市長メッセージ＞ 

(略)手洗い・うがいなど基本的な感染症対

策のお願いに加え、皆様に 2つのお願いで

す。 

 一つ目は、「早期のワクチン接種」です。 

 発症や重症化を防ぐため、できる限り早期

に、オミクロン株対応ワクチンの接種をご検

討ください。現在、市内約 2,000か所の医

療機関に加え、集団接種会場も 10か所設

置しています。ぜひ積極的な接種の検討を

お願いいたします。 

 二つ目は、「検査キットの常備」です。 

 発熱などの体調不良時に備えて、各ご家庭

に新型コロナウイルス感染症抗原定性検査

キットの常備をお願いします。重症化リスク

の高い方の受診機会を確保するため、その

他の方で症状の軽い方は、検査キットでの

自己検査や、ご自宅での療養にご協力くだ

さい。 

第 4回定例会で補正予算の決定が必要な部分がありますので早急に成立させ、皆様の命とくらし

をお守りしてまいります。ご心配な点はふもと事務所までお問い合わせください。 
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